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平成29年度　市の予算

市税
4,965

(18.0%)

分担負担金
228(0.8%)

使用手数料
441(1.6%)

財産収入
22(0.1%)

繰入金
2,180(7.9%)

諸収入等
993(3.6%)

地方譲与税
224(0.8%)

地方交付税
8,960(32.5%)

国庫支出金
2,699(9.8%)

県支出金
1,611(5.8%)

交付金等
781(2.8%)

市債
4,496(16.3%)

平成 29年度予算総括表
会　計　名 予算額 対前年比

一般会計 276 億円 （▲ 5.5％）

特　

別　

会　

計

国 民 健 康
保 険 事 業 56 億 4100 万円 （1.8％）

後期高齢者
医 療 事 業 10 億 6400 万円 （1.7％）

介 護 保 険
事 業 48 億 2000 万円 （2.2％）

電 気 事 業 1億 1300 万円 （43.0％）

下 水 道
事 業 33 億 7500 万円 （2.4％）

簡 易 水 道
事 業 0万円 （皆減）

母 里
財 産 区 60 万円 0％

井 尻
財 産 区 15 万円 0％

赤 屋
財 産 区 18 万円 （104.5％）

特別会計 150 億 1393 万円 （▲ 6.6％）

合計 426 億 1393 万円 （▲ 5.9％）

※簡易水道事業特別会計は、水道事業会計に
統合され、廃止となりました。

　

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計

予
算
が
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
と
主
要
施
策

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
予
算
は
、
第
２
次
安
来

市
総
合
計
画
の
将
来
像
「
人

が
集
い
未
来
を
拓
く
も
の
づ

く
り
と
文
化
の
ま
ち
」
の
実

現
と
、
安
来
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

に
よ
る
人
口
減
少
対
策
と
安

来
市
の
創
生
を
目
的
と
し
た

施
策
へ
の
取
り
組
み
を
重
点

に
置
き
、
中
期
財
政
計
画
を

踏
ま
え
、
着
実
に
推
進
す
る

た
め
の
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。

【
歳
入
】

市
税
は
固
定
資
産
税
等
の
増

額
等
に
よ
り
対
前
年
度
比

２
・
９
％
の
増
、
市
債
は
安

来
庁
舎
建
設
事
業
や
総
合
文

化
ホ
ー
ル
建
設
事
業
等
の
投

資
的
経
費
の
整
備
が
進
ん
だ

こ
と
に
伴
い
39
・
５
％
の

減
、
繰
入
金
は
財
政
調
整
基

金
等
の
取
崩
し
の
増
に
伴
い

55
・
５
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
諸
収
入
等
は
ふ
る
さ

と
寄
附
等
の
増
に
よ
り
61
・

７
％
の
増
に
な
り
ま
し
た
。

一般会計歳入の内訳（百万円、構成比％）

■問い合わせ…財政課℡２３‐３０２５

●歳入の内訳
区　　分 予算額 対前年度比

自
主
財
源

市 税 49.7 億円 2.9％
分 担 負 担 金 2.3 億円 △ 17.7％
使 用 手 数 料 4.4 億円 △ 1.0％
財 産 収 入 0.2 億円 △ 12.6％
繰 入 金 21.8 億円 55.5％
諸 収 入 等 9.9 億円 61.7％

依
存
財
源

地 方 譲 与 税 2.2 億円 △ 7.1％
地 方 交 付 税 89.6 億円 △ 0.4％
国 庫 支 出 金 27.0 億円 2.0％
県 支 出 金 16.1 億円 10.1％
交 付 金 等 7.8 億円 △ 6.2％
市 債 45.0 億円 △ 39.5％

歳入
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人件費
4,452（16%）

物件費
3,880（14%）

扶助費
3,636（13%）

補助費等
2,040
（7.4%）

公債費
3,739（14%）

普通建設事業費
5,903（21.4％）

その他
3,950（14%）

一般会計歳出の内訳（百万円、構成比％）

用語解説

一般会計…地方公共団体の行政運営の基本的な経
費を網羅して計上した会計

特別会計…特定の歳入歳出を一般の歳入歳出と区
別して個別に処理するための会計

財 産 区…一部地域で山林などを市の財産と所有
しており、条例で運営が取り決められて
いる会計

【歳入】
地方交付税…地方公共団体間の財源の不均衡を調整
　　　　するため、国から交付される交付金
国庫・県支出金…市が行う事務事業の経費の全部
　　　　または一部を国または県が支出するもの
市債……市が歳入の不足を補うため、債券を発行
　　　　して得る財源
繰入金…基金や他方の会計から充当される資金
自主財源…市税、分担金及び負担金、使用料及び

手数料などのように市が自ら徴収または
収納できる財源

依存財源…地方交付税、国庫支出金など国や県か
ら交付される財源

【歳出】
物件費…出張旅費、備品購入費（事務用品等）、　
　　　　委託料、報償費（講演会における講師謝
　　　　礼等）、使用料など
扶助費…児童・高齢者・障害者・生活困窮者など
　　　　の支援に要する経費
総務費…税金、防災、庁舎管理、選挙など
民生費…高齢者・障がい者福祉対策、児童対策など
衛生費…予防接種、各種検診、ごみ処理など	
労働費…労働者の福祉事業費
農林水産業費…農業、林業、畜産、農林道整備など
商工費…商工業・観光・特産品振興など	
土木費…道路の整備・補修、市営住宅の修繕など
消防費…火災、救急、防災、消防団など	
教育費…小中学校・幼稚園・交流センター・図書
　　　　館の運営など
公債費…借入金の元金・利子の返済など

【
歳
出
】

商
工
費
は
、
貸
工
場
等
整
備

事
業
に
よ
り
対
前
年
度
比

16
・
３
％
の
増
、
土
木
費
は

安
来
港
飯
島
線
道
路
整
備
事

業
の
事
業
費
の
増
等
に
よ
り

20
・
８
％
の
増
、
教
育
費
は

総
合
文
化
ホ
ー
ル
建
設
事
業

の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
に
伴

い
38
・
９
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
諸
支
出
金
等
は
、
ふ

る
さ
と
寄
附
等
の
積
立
金
の

増
よ
り
１
１
１
・
４
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　　一般会計予算２７６億円　（対前年より１６億円減）

　　特別会計を含めた総額４２６億円１３９３万円 （対前年度比５．９％減）

●性質別構成比率
区　　分 予算額 対前年度比

議 会 費 2.1 億円 2.8％
総 務 費 39.9 億円 △ 6.9％
民 生 費 70.4 億円 2.4％
衛 生 費 19.1 億円 △ 7.2％
労 働 費 1.6 億円 △ 1.5％
農林水産業費 14.2 億円 1.4％
商 工 費 10.0 億円 16.3％
土 木 費 29.5 億円 20.8％
消 防 費 8.2 億円 3.7％
教 育 費 36.9 億円 △ 38.9％
災 害 復 旧 費 1.2 億円 34.9％
公 債 費 37.4 億円 0.3％
諸 支 出 金 等 5.5 億円 111.4％

歳出
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平
成
29
年
度
の
主
要
施
策

　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
計
上
し
た
主

要
事
業
に
つ
い
て
、
新
事
業
な
ど
を
中
心

に
第
２
次
安
来
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
７

つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

■問い合わせ
　財政課
　℡２３‐３０２５

１
保
健
・
医
療
・
福
祉

　
53
億
１
２
０
万
円

●
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

９
０
０
万
円

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
を

支
援
す
る
た
め
、
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

●
地
域
医
療
を
守
る
交
流
会
事
業

　

21
万
円

　

医
学
生
、
看
護
学
生
な
ど
奨
学
生

と
、
市
内
医
療
機
関
の
医
師
等
と
の

交
流
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

●
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
助
成
事
業

80
万
円

　

聴
覚
障
が
い
の
早
期
発
見
・
早
期

支
援
の
た
め
、
検
査
費
用
を
助
成
し

ま
す
。

●
安
来
市
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

17
万
円

　

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
の
ド
ナ
ー
と

な
っ
た
市
民
に
対
し
て
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

２
子
育
て
・
教
育
・
文
化

　
61
億
４
９
３
４
万
円

●
市
民
体
育
館
改
修
事
業 

１
５
３
０
万
円

　

耐
震
基
準
を
満
た
す
た
め
、
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
に

完
了
予
定
で
す
。

●
あ
か
え
こ
ど
も
園
大
規
模
改
修
補

助
事
業　
　
　
　
　

８
６
０
０
万
円

　

あ
か
え
こ
ど
も
園
（
認
可
申
請

中
）
の
大
規
模
改
修
事
業
に
対
し
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
み
ん
な
で
子
育
て
応
援
事
業

　

２
２
６
万
円

　

４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
出
生

児
に
対
し
、「
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
」
を

出
生
記
念
品
と
し
て
贈
呈
し
ま
す
。

●
総
合
文
化
ホ
ー
ル
運
営
事
業 

２
億
２
８
４
０
万
円

・
総
合
文
化
ホ
ー
ル
運
営
事
業

１
億
５
０
９
０
万
円

　

開
館
準
備
お
よ
び
指
定
管
理
者
に

管
理
運
営
を
委
託
し
ま
す
。

・
開
館
記
念
事
業   

７
７
５
０
万
円

① 

市
民
で
つ
く
る
開
館
記
念
事
業           

② 

公
演
お
よ
び
展
示
会
等
の
実
施           

歌
舞
伎
公
演
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー

ト
、
作
品
展
な
ど 

 
 

 
 

 
 

●
総
合
文
化
ホ
ー
ル
建
設
事
業 

12
億
７
２
５
０
万
円

　

安
来
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
建
設

工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
舞
台
備

品
や
什
器
な
ど
を
購
入
し
ま
す
。 

 

●
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

 

　
　

１
億
３
２
２
４
万
円

　

第
一
中
学
校
、
第
二
中
学
校
、
第

三
中
学
校
、
広
瀬
中
学
校
、
安
来
幼

稚
園
に
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
配
食
し

ま
す
。（
約
１
２
０
０
食
分
）

 
 

 
 

３
防
災
・
防
犯

　
８
億
６
９
３
６
万
円

 
 

●
機
械
器
具
等
整
備
事
業

３
３
０
０
万
円

　

高
規
格
救
急
自
動
車
の
老
朽
化
に

よ
り
車
両
を
更
新
し
ま
す
。

４
産
業
・
観
光
・
雇
用

　
25
億
１
０
７
６
万
円

●
ふ
る
さ
と
寄
附
推
進
事
業
費 

２
億
２
６
６
７
万
円

　

お
礼
の
品
を
充
実
し
、
安
来
市
の

Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地
場

産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
申
込
サ
イ
ト
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
充
実
さ
せ
ま
す
。

※
29
年
度
寄
附
金
見
込
額　

４
億
円  

●
史
跡
富
田
城
整
備
事
業

２
億
１
０
３
３
万
円

　

観
光
資
源
や
生
涯
学
習
の
場
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う
城
跡
の
顕
在
化

を
図
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

歴
史
資
料
館
を
改
修
し
ま
す
。

▲大ホール２階席の様子。
　９月に開館します。
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全
体
事
業
費（
平
成
27
～
30
年
度
）

　

約
８
億
４
８
０
０
万
円

　

敷
地
面
積　

約
31
㌶

●
中
島
津
田
平
線
道
路
改
良
事
業

９
７
６
０
万
円

　

幅
員
が
狭
く
対
面
交
差
が
で
き
な

い
区
間
を
、
安
全
性
の
高
い
道
路
と

し
て
整
備
し
ま
す
。

 
 

●
木
戸
川
東
線
道
路
改
良
事
業

６
１
４
０
万
円

　

河
川
改
修
工
事
と
の
共
同
施
行
に

よ
り
、
既
設
橋
梁
を
防
災
に
対
応
し

た
構
造
に
改
築
し
架
け
替
え
ま
す
。

併
せ
て
、
堤
防
沿
い
の
現
道
を
拡
幅

し
ま
す
。

●
橋
り
ょ
う
修
繕
事
業

　

１
億
２
０
０
０
万
円

　

緊
急
性
の
高
い
橋
り
ょ
う
か
ら
順

次
修
繕
工
事
を
行
い
、
安
全
性
を
確

保
と
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。 

 
 

６
自
然
・
環
境
保
全

　
６
億
３
３
９
７
万
円

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
事
業

６
３
０
万
円

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
等
、
太
陽
熱
利
用
設
備

の
設
置
費
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

７
参
画
・
協
働
・
行
財
政

　
39
億
２
３
１
１
万
円

●
安
来
庁
舎
建
設
事
業　

13
億
６
０
０
７
万
円

開
庁
日　

７
月
31
日
㈪
（
予
定
）

・
安
来
庁
舎
建
設
工
事

10
億
９
４
４
０
万
円

・
安
来
庁
舎
備
品
購
入�

２
億
円

・
防
災
公
園
整
備
事
業
１
７
３
３
万
円

●
鷹
入
り
の
滝
整
備
事
業　

 

６
３
０
万
円

 

法
面
整
備
・
作
業
道
開
設
・
作
業

歩
道
開
設
の
各
工
事
を
行
い
ま
す
。

電　
気
事
業
特
別
会
計　

●
布
部
発
電
所
改
修
事
業

７
６
０
０
万
円

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価

格
買
取
制
度
を
活
用
し
、
老
朽
化
し

た
布
部
発
電
所
を
改
修
し
ま
す
。

●
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
事
業

 

８
７
０
万
円

　

９
月
開
催
の
第
11
回
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
（
宮
城
大
会
）
へ
の
出
品

に
あ
た
り
、
生
産
者
を
支
援
し
ま
す
。

●
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
（
県
事

業
負
担
金
） 　

１
億
２
３
３
２
万
円

　

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
や
流
通
体
制

の
整
備
、
地
域
農
業
の
活
性
化
を
目

的
に
、
県
営
事
業
に
よ
り
農
業
生
産

基
盤
整
備
を
行
い
ま
す
。

◎
吉
田
地
区
農
地
整
備
事
業
負
担
金

１
２
２
０
万
円

◎
宇
賀
荘
第
三
地
区
農
地
整
備
事
業

負
担
金 

１
５
０
０
万
円

●
工
業
団
地
整
備
事
業 

 
 

５
６
０
０
万
円

　

新
た
な
工
業
団
地
（
黒
井
田
町
）

の
整
備
に
向
け
、
調
査
設
計
、
測
量

調
査
な
ど
、
整
備
を
進
め
ま
す
。 

 
 

 
 

●
貸
工
場
等
整
備
事
業

　

１
億
２
１
４
０
万
円

　

使
用
者
の
要
望
に
応
じ
た
貸
工
場

（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
貸
工
場
）
の
設

計
お
よ
び
建
設
を
行
い
ま
す
。

　
●
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
開
発
事
業

１
６
２
万
円

　

新
た
に
開
発
し
た
新
・
ご
当
地
グ

ル
メ
「
安
来
ド
ジ
ョ
ウ
寿
司
」。
Ｐ

Ｒ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
普
及

宣
伝
を
図
り
ま
す
。

５
都
市
基
盤
・
生
活

　
39
億
２
１
８
４
万
円

●
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
事
業１

０
０
万
円

　

安
来
市
が
保
持
し
て
し
て
い
る
公

共
デ
ー
タ
を
公
開
し
、
市
政
の
透
明

性
・
市
民
参
画
・
地
域
経
済
の
向
上
、

地
域
課
題
の
解
決
を
図
り
ま
す
。

●
空
家
等
対
策
事
業  

１
２
０
０
万
円

　

空
家
等
の
現
状
と
課
題
の
把
握
を

行
い
、『
安
来
市
空
家
等
対
策
計
画
』

を
策
定
し
ま
す
。�

�
 

 
 

●
中
海
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
事
業　

２
億
８
２
７
４
万
円

　

中
海
ふ
れ
あ
い
公
園
の
造
成
工
事

（
ス
ポ
ー
ツ
広
場
・
駐
車
場
）
お
よ

び
、
倉
庫
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

▲橋梁の点検作業

安来 I.C
安来インター
工業団地

新工業団地
予定地


